
平
成
22
年
12
月
19
日
（
日
）
午
後

１
時
よ
り
、
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
セ

ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
第
６
回
症
例
検

討
会
が
開
催
し
会
員
１
２
３
名
（
参
加

者
職
種
　
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
、
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ま
ち
の
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
町

野
裕
之
先
生
に
は
、「
摂
食
嚥
下
障
害

と
胃
瘻
」
と
い
う
演
題
で
講
演
Ⅰ
を
お

願
い
し
た
。
初
め
に
研
修
医
時
代
に
急

患
で
対
応
し
た
患
者
さ
ん
の
現
病
名
を

診
断
す
る
ま
で
に
大
変
な
苦
労
を
し
、

結
果
、
自
分
の
診
断
「
重
症
筋
無
力
症
」

が
正
し
か
っ
た
経
験
か
ら
、
そ
れ
以
降
、

嚥
下
障
害
と
か
か
わ
り
あ
う
よ
う
に
な

り
、
ま
だ
あ
ま
り
広
く
胃
瘻
の
造
設
が

す
す
ん
で
い
な
か
っ
た
頃
か
ら
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
話
を
さ
れ
た
。

本
論
で
は
以
下
の
内
容
で
講
話
さ
れ

た
。
現
代
の
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
で
、

医
療
従
事
者
や
介
護
者
が
嚥
下
障
害
と

向
き
あ
わ
ざ
る
を
得
な
い
社
会
構
造
に

な
っ
て
き
た
こ
と
。
ま
た
、
嚥
下
障
害

の
種
類
も
機
能
的
・
形
態
的
な
異
常
も

含
め
て
多
く
嚥
下
障
害
も
ひ
と
く
く
り

に
で
き
な
い
ほ
ど
病
態
は
多
様
化
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
で
き
る

処
置
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
患

者
お
よ
び
家
族
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
は

悩
み
の
種
類
と
し
て
、

１
、
ま
っ
た
く
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た

２
、
嚥
下
訓
練
の
効
果
が
見
ら
れ
な
い

３
、
少
し
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

４
、
特
定
の
も
の
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

５
、
食
べ
て
は
い
る
が
肺
炎
を
繰
り
返

す

６
、
嚥
下
訓
練
が
進
ん
で
、
ま
た
誤
嚥

を
繰
り
返
し
元
の
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う

７
、
お
互
い
疲
れ
果
て
た

８
、
先
の
見
通
し
が
立
た
ず
不
安
に
な
る

歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養
士
、
言
語
聴

覚
士
、
作
業
療
法
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
他
）
が
参
加
し

た
。大

渡
専
務
理
事
の
司
会
の
下
、
摂
食

嚥
下
研
究
会
　
島
田
篤
副
会
長
の
開
会

の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
講
演
Ⅰ
、
ま
ち

の
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
院
長
　
町
野
裕

之
先
生
か
ら
演
題
「
摂
食
嚥
障
害
と
胃

瘻
」
に
つ
い
て
、
又
講
演
Ⅱ
、
埼
玉
県

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

言
語
聴
覚
科
長
（
現；

埼
玉
県
摂
食
嚥

下
研
究
会
理
事
）
清
水
充
子
先
生
か
ら

演
題
「
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
（
実
践
の

ポ
イ
ン
ト
）」
が
講
演
さ
れ
た
。

そ
の
後
休
憩
を
は
さ
み
、
約
10
名
程

度
、
12
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
症
例
検
討
会

が
行
わ
れ
、
２
症
例
に
つ
い
て
ト
ー
キ

ン
グ
さ
れ
そ
の
後
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
症
例
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
発

表
さ
れ
、
２
人
の
講
師
か
ら
講
評
を
い

た
だ
き
閉
会
し
た
。

講
演
Ⅰ

「
摂
食
嚥
下
障
害
と
胃
瘻
」

ま
ち
の
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

町
野

裕
之
先
生



る
。
し
か
し
造
設
を
決
め
る
時
に
は
家

族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
が
重
要
で
あ

る
。
胃
瘻
の
後
、
嚥
下
訓
練
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
何
し
ろ
気

長
に
や
る
事
、
お
互
い
の
ス
ト
レ
ス
は

た
め
な
い
、
誤
嚥
を
繰
り
返
す
よ
う
な

症
例
は
無
理
し
な
い
、
そ
し
て
効
果
や

期
待
は
大
き
い
が
効
果
の
出
る
か
元
に

戻
る
か
は
現
疾
患
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
比
較
的
早
期
に
回
復
す
る
も
の

は
良
い
が
遅
い
回
復
に
は
期
待
も
薄
い

事
を
承
知
し
て
も
ら
う
。
胃
瘻
の
良
い

点
と
し
て
10
項
目
を
、
胃
瘻
の
有
効
な

利
用
法
に
つ
い
て
８
項
目
を
提
示
し
て

い
た
だ
い
た
。

最
期
に
、
実
際
の
理
想
症
例
に
つ
い

て
２
ケ
ー
ス
を
解
説
し
て

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で

胃
瘻
を
造
設
し
た
ら
食
べ

ら
れ
な
い
と
、
誤
っ
た
考

え
を
抱
い
て
い
た
参
加
者

も
中
に
は
い
た
よ
う
で
、

し
き
り
に
メ
モ
を
取
り
学

習
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ

た
。
ま
と
め
と
し
て
、
胃

瘻
は
最
善
と
は
言
え
な
い

ま
で
も
リ
ハ
ビ
リ
の
補
助

や
時
間
稼
ぎ
と
し
て
も
有

用
で
あ
り
、
嚥
下
障
害
の

方
の
生
活
改
善
の
選
択
肢

の
１
つ
と
し
て
考
え
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
と
の
提
案

も
あ
っ
た
。
非
常
に
分
か

り
や
す
い
講
演
で
あ
っ
た
。
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な
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
食
べ
ら
れ
な
い
方
、
あ
る
い

は
食
べ
る
だ
け
で
栄
養
が
不
十
分
な
方

に
は
幾
つ
か
の
方
法
が
あ
り
、
時
に
は

経
口
栄
養
剤
を
飲
ん
で
も
ら
い
、
経
鼻

経
管
栄
養
や
中
心
静
脈
栄
養
、
高
カ
ロ

リ
ー
輸
液
や
胃
瘻
に
よ
る
栄
養
補
給
が

必
要
に
な
る
、
し
か
し
い
ず
れ
も
問
題

点
を
抱
え
こ
う
言
っ
た
悩
み
に
ど
う
対

応
し
た
ら
良
い
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
前
は
小
児
の
先
天
的
な

栄
養
補
給
を
家
庭
で
で
き
る
よ
う
に
考

案
さ
れ
た
胃
瘻
の
造
設
を
悩
め
る
嚥
下

障
害
患
者
の
た
め
に
進
ん
で
適
応
す
る

事
と
し
た
。
胃
瘻
造
設
は
非
常
に
迅
速

か
つ
安
全
に
行
え
、
ま
た
患
者
家
族
に

と
っ
て
も
非
常
に
有
益
な
手
法
で
あ

清
水
先
生
は
、
埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
科

長
と
し
て
日
頃
か
ら
摂
食
・
嚥
下
障
害

の
患
者
を
治
療
さ
れ
て
お
り
、
本
日
は

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
（
実
践
の
ポ
イ
ン

ト
）
と
誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
す
方
を

改
善
し
た
症
例
を
話
さ
れ
た
。

最
初
、
図
１
を
使
っ
て
嚥
下
の
仕
組

み
を
話
さ
れ
た
。
次
に
加
齢
に
よ
る
摂

講
演
Ⅱ

「
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
（
実
践
の
ポ
イ

ン
ト
）」
～
言
語
聴
覚
士
の
立
場
か
ら
～

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
士
科
長

（
現
埼
玉
県
摂
食
嚥
下
研
究
会
理
事
）

清
水

充
子
先
生

【
講
演
Ⅰ
　
資
料
】

胃
瘻
の
良
い
点
（
10
項
目
）

①
意
識
の
無
い
方
、
嚥
下
障

害
の
方
も
可
能

②
造
設
時
間
は
正
味
10
～
15
分
ほ
ど

③
傷
が
小
さ
い
（
１
セ
ン
チ
ほ
ど
）
　

痛
み
が
比
較
的
軽
い

④
体
内
に
入
っ
て
い
る
チ
ュ
ー
ブ
は

３
～
５
セ
ン
チ
し
か
な
い

⑤
合
併
症
の
頻
度
が
少
な
く
比
較
的
安

全
⑥
経
管
栄
養
の
操
作
が
簡
単
（
不
潔
操

作
）

⑦
経
口
摂
取
と
併
用
で
き
る

⑧
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
が
入
れ
ら
れ
る

⑨
交
換
が
で
き
る

⑩
廃
止
が
容
易
、
再
造
設
可
能
（
気
に

入
ら
な
け
れ
ば
や
め
ら
れ
る
）

胃
瘻
の
利
用
の
仕
方

①
少
し
食
べ
ら
れ
る
方
は
味
わ
う
程
度

の
経
口
摂
取
で
メ
イ
ン
は
胃
瘻
か
ら

②
少
量
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
方
は
補
助

と
し
て

③
液
体
が
誤
嚥
す
る
方
は
液
体
の
み
胃

瘻
か
ら
お
け
ん
と
し
て

④
薬
が
苦
手
な
方
は
液
体
に
し
て
胃
瘻

か
ら

⑤
食
べ
ら
れ
な
い
時
の
保
険
と
し
て

⑥
家
族
の
愛
情
表
現
と
し
て

⑦
家
族
の
楽
し
み
と
し
て

⑧
施
設
の
ニ
ー
ズ
と
し
て



が
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
唾
液
の
夜
間
誤

嚥
、
胃
食
道
逆
流
、
呼
吸
・
免
疫

機
能
低
下
な
ど
に
よ
る
予
備
能
の

破
綻
が
あ
り
要
注
意
が
必
要
。
次

に
実
際
の
症
例
を
示
さ
れ
、
70
代

後
半
の
女
性
、
玄
関
前
で
倒
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
病
院
に

搬
送
、
１
カ
月
後
当
院
（
リ
ハ
セ

ン
）
に
転
入
院
さ
れ
た
。
障
害
名

は
関
節
可
動
域
制
限
と
摂
食
・
嚥

下
障
害
、
合
併
症
は
認
知
症
（
Ｈ

Ｄ
Ｒ
ー
Ｒ
７
／
30
）
で
あ
っ
た
。

咽
頭
へ
の
送
り
込
み
拙
劣
、
咽
頭

残
量
あ
り
水
分
は
誤
嚥
の
危
険
性

が
あ
っ
た
。
経
鼻
経
管
栄
養
（
６

週
間
）
か
ら
始
め
ゼ
リ
ー
、
栄
養

補
助
ム
ー
ス
な
ど
を
使
い
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
。
Ｎ
Ｇ
チ
ュ
ー
ブ
抜
去

す
る
が
心
不
全
悪
化
、
水
分
排
出
不
良
が

あ
る
が
薬
物
療
法
で
改
善
、
37
度
代
発
熱

が
あ
る
が
そ
の
後
改
善
し
経
口
摂
取
再
開

し
、
１
カ
月
後
症
状
安
定
療
養
型
病
院
へ

転
院
、
そ
の
後
経
過
良
好
。
本
症
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
、

①
評
価
、
観
察
と
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
る

誤
嚥
の
最
少
化
、

②
口
腔
衛
生
、
臥
位
姿
勢
の
安
全
、
夜
間

管
理
等
の
徹
底
、

③
栄
養
管
理
の
徹
底
、

④
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
、
炎
症
反
応
、
他
疾

患
の
症
状
確
認
の
徹
底
で
あ
っ
た
。

最
後
に
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
つ
い
て
と

リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
非
常

に
有
意
義
な
講
演
だ
っ
た
と
思
う
。
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食
・
嚥
下
へ
の
影
響
を
口
腔
、
喉
（
の
ど
）、

食
道
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
嚥
下
障
害

を
疑
う
徴
候
は
、
①
鼻
に
か
か
っ
た
声
、

②
ム
セ
や
痰
、
③
著
名
な
流
涎
、
④
湿
性

嗄
声
、
⑤
発
熱
や
肺
炎
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
が
体
力
低
下
に
つ
な
が
り
、
低
栄
養
や

夜
間
の
咳
漱
発
作
に
よ
る
睡
眠
障
害
を
起

こ
し
介
護
負
担
に
つ
な
が
る
。

次
に
誤
嚥
と
誤
嚥
性
肺
炎
に
つ
い
て
話

さ
れ
、
口
か
ら
食
べ
な
い
場
合
（
経
鼻
経

管
チ
ュ
ー
ブ
、
胃
瘻
）
で
も
口
腔
内
が
汚

れ
て
い
る
場
合
や
胃
食
道
逆
流
が
あ
る
と

肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
と
話
さ
れ
た
。
誤
嚥
性
肺
炎
に
は
３

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
そ
の
中
で
ず
っ

と
普
通
に
食
べ
て
き
た
つ
も
り
の
高
齢
者

そ
の
後
、
12
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
前
回
の
講
演
会
で
ア
ン
ケ

ー
ト
し
た
も
の
の
中
か
ら
選
ん
だ
１
つ
の
症
例

を
グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
て
発
表
し
た
。

症
例
は
Ｖ
Ｅ
や
Ｖ
Ｆ
が
な
い
施
設
や
在
宅
で

多
く
み
ら
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
、
脳
出
血
後

遺
症
で
肺
炎
を
繰
り
返
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に

関
す
る
も
の
だ
っ
た
。

お
２
人
の
講
演
を
聞
い
た
後
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
麻
痺
の
問
題
、
食
事
時
の
姿
勢
、
食
事

形
態
、
む
せ
や
痰
、
口
腔
衛
生
の
こ
と
な
ど
、

他
職
種
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
討
議
し
問
題
点
を

見
つ
け
出
す
こ
と
は
自
分
に
は
な
い
考
え
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
う
。

次
回
も
多
く
の
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な

内
容
の
講
演
会
を
目
指
し
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

グループワークによる症例検討会

（
図
１
）
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申込（住所・氏名・電話
番号・上下巻を記入）

三輪書店 FAX

03-3816-8762

療養生活をサポートする摂食・嚥下リハビリテーション

監修：(社 ) 全国在宅歯科医療・口腔ケア連絡会 HDC(Home Dental Care) net

自宅で歯の治療を受けられます自宅で歯の治療を受けられます

電話相談窓口を開設しました電話相談窓口を開設しました
　在宅で療養している人や体が不自由な人など、
歯科医院への通院が困難な人のために、埼玉県の
委託を受け、埼玉県歯科医師会では「在宅歯科医
療推進窓口」を開設しました。この窓口では、訪
問診療を実施している歯科医院の紹介などを行っ
ています。

訪問診療も原則

として医療保険制度

が適用されます

■在宅歯科医療推進窓口
〔(社 ) 埼玉県歯科医師会内〕

048-829-2323
月～金 10：00～15：00
（祝日、年末年始を除く）



埼玉県摂食・嚥下研究会

日時：平成23年３月27日（日）
場所：彩の国すこやかプラザ2階セミナーホール

第12回 講 演 会

〒 　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8－8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会
問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

13：00～16：00

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料
　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

演 題：

講 師： 

講 師： 

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

丸木雄一先生

■申込締切日：３月17日（木）

社会福祉法人毛呂病院  埼玉精神神経センター  センター長

埼玉県医師会理事、埼玉県摂食・嚥下研究会監事

神田　亨先生
静岡県立がんセンターリハビリテーション科  副主任

言語聴覚士

ＪＲ京浜東北線

コン
ビニ

国道17号線 至上尾

た
つ
み
通
り

常盤北小

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

「神経難病における球麻痺・呼吸障害に関して」

演 題：「がんによる嚥下障害の原因と対策」

講 演Ⅰ

講 演Ⅱ


